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　種データに基づき作成していますが、当金庫が正確性および完
　全性を保証するものではありません。
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　調 査 期 間　　令和７年  ６月２日 ～ ６月６日
　調査対象期間　　令和７年  ４月～６月（実績・今期）
　　　　　　　　　令和７年  ７月～９月（予想・次期）
　調 査 地 域　　苫小牧信用金庫の本店及び支店所在地（札幌圏を除く）
　調 査 方 法　　アンケート用紙に基づく面談調査
　分 析 方 法　　指数 D.I.（Ｄiffusion　Ｉndexの頭文字）による分析

第147回 とましん景気動向調査概要

● ● ● 苫小牧信用金庫の第１四半期の活動 ● ● ●

令和７年５月	 ・とましん景況レポート№162発行（28日）

令和７年６月	 ・苫小牧室内楽研究会コンサート（6日）

	 ・第20回新生公園花壇植栽事業（14日）

	 ・とましん郷土文庫通巻36号

　　　　	 　　　　「ヒメマス～湖水に生きた紅鮭～」発行（17日）

	 ・ＰＭＦ事前学習会（30日）

新 生 公 園 花 壇 植 栽 事 業

調査先数 製造業 卸売業 小売業 建設業 運輸業 サービス業 鉱　業 不動産業 合　計

対象先数 36 25 69 60 18 53 5 12 278

回　答　数 29 23 57 53 17 46 5  9 239

回　答　率 80.6 92.0 82.6 88.3 94.4 86.8 100.0 75.0 86.0

　苫小牧信用金庫では、環境問題に対する社会貢献活動の一環として、苫小牧市が推し
進める市民ボランティアによる環境美化活動「苫小牧市公園等里親制度」の趣旨に賛同
し、平成18年度から新生公園花壇植栽事業(苫小牧市が管理する木場町の新生公園花時計
花壇の植栽・管理)を行っており、今年度は6月14日に実施し、今年が節目の20年目とな
ります。
　当日は苫小牧信用金庫役職員と家族ボランティア28名が参加し、約1,200株の花苗を植
え込み、10月下旬まで除草や散水などの管理を行っていくこととなります。

（件、％）
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全業種 回答事業所239件（回答率86.0％）－ 業況判断指数、前期比2.4ポイント改善 －

第147回地域景気動向調査アンケート結果（令和７年４月～６月期)

《概況》― 全業種業況判断指数は、前期比改善　▲２４．２ ―
１．�　令和7年4～6月期の全業種業況判断D.I.は「▲24.2」、前期（令和7年1～3月）から2.4ポ

イント改善した。業種別にみると、卸売業・運輸業・サービス業・鉱業・不動産業で前
期比改善、製造業・小売業・建設業で後退となった。地域別では、市部は前期比若干の
後退、郡部は改善、地区別では千歳地区・白老地区とも前期比後退した。

２．�　売上額・収益面では、前年同期比売上額判断D.I.は「▲20.8」で前期から8.9ポイント下
降。前年同期比収益判断D.I.は「▲25.0」で前期から1.3ポイント下降した。また、販売価
格D.I.は「21.5」で前期から4.8ポイントの上昇。仕入価格D.I.は「45.1」で前期から10.9ポ
イント下降した。人手過不足D.I.は「▲36.9」で前期より0.8ポイント後退した。

３．�　令和7年7～9月期（来期）の予想業況判断D.I.は「▲17.9」、今期から6.3ポイントの改
善見通しとなった。業種別に見ると、製造業・卸売業・小売業・建設業・運輸業で改善
見通しとなり、鉱業は横這い、サービス業・不動産業は後退の見通しとなった。地域別
の見通しでは、市部・郡部とも改善見通しとなり、千歳地区・白老地区でも共に改善の
見通しとなった。

業種別業況判断指数（D.I.）の推移　　　　《構成比（％）の差（「良い」－｢悪い｣）による指数》

項　目
令和５年 令和６年 令和７年

4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 ７月～９月
予　　想

全　業　種 ▲ 20.8 ▲ 15.4 ▲ 14.8 ▲ 36.4 ▲ 16.0 ▲ 9.8 ▲ 14.4 ▲ 26.6 ▲ 24.2 ▲ 17.9

市　　　部 ▲ 20.7 ▲ 11.9 ▲ 9.9 ▲ 33.6 ▲ 12.7 ▲ 2.5 ▲ 9.0 ▲ 22.7 ▲ 22.9 ▲ 13.8
千歳地区 40.0 50.0 37.5 10.0 50.0 40.0 30.0 10.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0

郡　　　部 ▲ 20.9 ▲ 21.7 ▲ 23.8 ▲ 41.6 ▲ 22.2 ▲ 23.0 ▲ 24.1 ▲ 33.7 ▲ 26.5 ▲ 25.3
白老地区 ▲ 14.3 ▲ 12.5 ▲ 14.3 14.3 0.0 0.0 ▲ 28.6 0.0 ▲ 42.9 ▲ 28.6

製　造　業 0.0 ▲ 3.3 ▲ 17.9 ▲ 29.2 ▲ 12.9 ▲ 19.4 ▲ 6.9 ▲ 13.8 ▲ 24.1 ▲ 10.3
卸　売　業 0.0 ▲ 9.5 ▲ 13.6 ▲ 61.9 ▲ 8.7 ▲ 12.5 ▲ 8.7 ▲ 50.0 ▲ 39.1 ▲ 36.4
小　売　業 ▲ 32.3 ▲ 6.9 ▲ 36.7 ▲ 44.2 ▲ 24.1 ▲ 7.1 ▲ 36.7 ▲ 33.3 ▲ 38.6 ▲ 28.1
建　設　業 ▲ 33.3 ▲ 17.0 ▲ 6.0 ▲ 32.0 ▲ 20.0 ▲ 16.7 0.0 ▲ 30.8 ▲ 32.0 ▲ 12.0
運　輸　業 ▲ 33.3 ▲ 47.1 11.8 ▲ 29.4 0.0 ▲ 23.5 0.0 ▲ 37.5 ▲ 23.5 ▲ 11.8
サービス業 ▲ 16.3 ▲ 32.6 ▲ 13.3 ▲ 38.6 ▲ 22.7 ▲ 2.2 ▲ 17.8 ▲ 14.0 ▲ 10.9 ▲ 21.7
鉱　　　業 ▲ 40.0 50.0 66.7 33.3 66.7 60.0 50.0 0.0 80.0 80.0
不 動 産 業 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ▲ 30.0 12.5 22.2 ▲ 11.1

　＊▲はマイナス、少数点第２位四捨五入、以下文中数値、表、グラフすべて同じ。

▲80

▲60

▲40

▲20

0

20

40

60

80

全業種ー業況、市・郡部（千歳、白老地区）
全業種業況 市部 千歳地区 郡部 白老地区

10～12月
４年

1～3月　　 4～6月
７年

1～3月　　 4～6月　　  7～9月　   10～12月
５年

1～3月　　 4～6月　　  7～9月　   10～12月
６年



─  2  ─

【全業種の業況判断】�
　全業種の今期業況判断（Ｐ５上段の表参照）は、「良い」とする企業13.6％に対して、「悪
い」とする企業37.7％でD.I.は「▲24.2」、前期「▲26.6」（令和7年1～3月期）と比較して2.5ポ
イント改善した。
　なお、今期の業況判断D.I.は、前回調査時における今期予想「▲18.6」（8.0ポイントの改善予
想）を5.6ポイント下回った。
　また、来期（令和7年7～9月）の予想業況判断は、「良い」とする企業13.2％、「悪い」とす
る企業31.1％でD.I.は「▲17.9」、今期に比べ6.3ポイント改善の見通しとなった。
全業種の業況判断 今期D.I. 前期比 前年同期比 来期予想業況判断D.I.
全業種（239社） ▲ 24.2 2.4㌽改善 ↑ 8.1㌽後退 ↓ ▲ 17.9 6.3㌽改善 ↑

■業種別
　業種別では、卸売業・運輸業・サービス業・鉱業・不動産業で前期比改善、製造業・小売業・
建設業で後退した。
　また、来期の予想業況判断D.I.は、サービス業・不動産業で後退見通し、鉱業で横這い見通し
であったが、他の業種はすべて改善の見通しとなった。
業種別の業況判断 今期D.I. 前期比 前年同期比 来期予想業況判断D.I.
製造業　（29社） ▲ 24.1 10.3㌽後退 ↓ 11.2㌽後退 ↓ ▲ 10.3 13.8㌽改善 ↑
卸売業　（23社） ▲ 39.1 10.9㌽改善 ↑ 30.4㌽後退 ↓ ▲ 36.4 2.7㌽改善 ↑
小売業　（57社） ▲ 38.6 5.3㌽後退 ↓ 14.5㌽後退 ↓ ▲ 28.1 10.5㌽改善 ↑
建設業　（53社） ▲ 32.0 1.2㌽後退 ↓ 12.0㌽後退 ↓ ▲ 12.0 20.0㌽改善 ↑
運輸業　（17社） ▲ 23.5 14.0㌽改善 ↑ 23.5㌽後退 ↓ ▲ 11.8 11.7㌽改善 ↑
サービス業（46社） ▲ 10.9 3.1㌽改善 ↑ 11.9㌽改善 ↑ ▲ 21.7 10.8㌽後退 ↓
鉱業　　（ 5社） 80.0 80.0㌽改善 ↑ 13.3㌽改善 ↑ 80.0 横這い →
不動産業（ 9社） 22.2 9.7㌽改善 ↑ 22.2㌽改善 ↑ ▲ 11.1 33.3㌽後退 ↓

■地区別
　地区別では、前期比で市部が後退、郡部では改善となった。また、地区別では千歳地区・白
老地区とも後退となった。来期の予想業況判断D.I.については、市部・郡部とも改善見通しであ
り、千歳地区・白老地区においても改善見通しとなった。
地区別の業況判断 今期D.I. 前期比 前年同期比 来期予想業況判断D.I.
市　部　 （155社） ▲ 22.9 0.1㌽後退 ↓ 10.2㌽後退 ↓ ▲ 13.8 9.1㌽改善 ↑
　千歳地区（10社） ▲ 20.0 30.0㌽後退 ↓ 70.0㌽後退 ↓ ▲ 10.0 10.0㌽改善 ↑
郡　部　　（84社） ▲ 26.5 7.2㌽改善 ↑ 4.3㌽後退 ↓ ▲ 25.3 1.2㌽改善 ↑
　白老地区（ 7社） ▲ 42.9 42.9㌽後退 ↓ 42.9㌽後退 ↓ ▲ 28.6 14.3㌽改善 ↑
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全業種アンケート調査指数(D.I.)の推移 

令和 5 年 令和 6 年 令和 7 年

4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月予想

売 上 額 ▲ 11.2 0.9 ▲ 1.3 ▲ 39.5 5.2 ▲ 2.9 ▲ 1.2 ▲ 34.6 ▲ 10.2 2.1

収 益 ▲ 21.6 ▲ 7.7 ▲ 10.2 ▲ 40.5 ▲ 5.2 ▲ 1.6 ▲ 9.5 ▲ 36.7 ▲ 13.2 1.3

販 売 価 格 28.8 24.8 23.7 16.8 33.8 31.1 31.0 16.7 21.5 14.3

仕 入 価 格 65.6 61.5 51.7 42.3 58.9 50.4 51.3 56.0 45.1 31.6

在 庫 数 量 0.5 0.0 ▲ 1.7 ▲ 4.4 0.6 ▲ 2.8 ▲ 6.9 ▲ 2.3 2.4 ▲ 1.2

資 金 繰 り ▲ 9.2 ▲ 8.5 ▲ 8.9 ▲ 10.5 ▲ 6.5 ▲ 1.2 ▲ 2.5 ▲ 10.1 ▲ 8.9 ▲ 6.4

対前年売上 ▲ 11.6 ▲ 3.4 ▲ 18.6 ▲ 27.7 ▲ 9.1 ▲ 3.7 ▲ 9.1 ▲ 11.9 ▲ 20.8

対前年収益 ▲ 22.4 ▲ 15.4 ▲ 23.3 ▲ 31.4 ▲ 17.7 ▲ 10.7 ▲ 11.6 ▲ 23.7 ▲ 25.0

残 業 時 間 ▲ 9.2 ▲ 7.3 ▲ 2.1 ▲ 18.6 ▲ 6.9 ▲ 7.4 ▲ 8.3 ▲ 19.3 ▲ 11.5 ▲ 3.9

人 手 ▲ 39.2 ▲ 40.6 ▲ 42.4 ▲ 33.2 ▲ 32.9 ▲ 36.9 ▲ 41.1 ▲ 36.0 ▲ 36.9 ▲ 44.4

設 備 状 況 ▲ 10.8 ▲ 12.8 ▲ 14.2 ▲ 14.2 ▲ 12.2 ▲ 12.4 ▲ 14.8 ▲ 8.4 ▲ 10.7 ▲ 15.3

設備投資割合 32.0 27.4 33.1 33.2 32.0 32.4 39.7 36.7 36.4 33.0

＊「在庫は運輸業、サービス業を除く６業種　＊「設備投資割合」は、不動産業を除く７業種の設備投資を実施した先の割合。

【売上等の状況】�

◦�「売上額指数」は全業種「▲10.2」前期比24.4ポイント改善。千歳地区は「20.0」前期比30.0ポ
イント改善。白老地区は「▲28.6」前期比42.9ポイント後退した。業種別では小売業と不動産
業で前期比後退したが、他の業種はすべて前期比改善した。先行きは全業種「2.1」で今期か
ら12.3ポイント改善の見通しとなった。

◦�「対前年売上」は全業種「▲20.8」前期比8.9ポイント後退。業種別では鉱業・不動産業で前期
比改善、他の業種では後退となった。

◦�「収益」は全業種「▲13.2」前期比23.5ポイント改善。千歳地区は「40.0」前期比60.0ポイン
ト改善。白老地区は「0.0」前期比横這いであった。業種別では小売業・不動産業で前期比後
退。先行きは全業種「1.3」今期より14.5ポイント改善の見通しとなった。

◦�「対前年収益」は全業種「▲25.0」前期比1.3ポイント後退。業種別に見ると卸売業・サービス
業・鉱業・不動産業で前期比改善、運輸業が横這い、製造業・小売業・建設業で後退した。

◦�「販売価格」は全業種「21.5」前期比4.8ポイント上昇。業種別では、小売業とサービス業で低
下したが、他の業種はすべて上昇した。

◦�「仕入価格」は全業種「45.1」前期比10.9ポイント下降。業種別では鉱業・不動産業で前期比
上昇となったが、その他の業種はすべて下降した。
◦�「在庫数量」は全業種「2.4」前期比4.7ポイント上昇。業種別では前期比で卸売業で下降した
が、製造業・小売業・建設業で上昇、鉱業・不動産業は横這いであった。
◦�	「資金繰り」は全業種「▲8.9」前期比1.2ポイント上昇。業種別では卸売業・建設業で後退し
たが、他の業種では上昇した。不動産業は横這いであった。
◦�「残業時間」は全業種「▲11.5」前期比7.8ポイント増加。業種別に見ると運輸業・不動産業で
減少したが、他の業種すべてで前期比増加した。
◦�「人手」は全業種「▲36.9」前期比0.8ポイント下降。業種別では製造業・卸売業・小売業・不
動産業で前期比改善、建設業・運輸業・サービス業・鉱業で前期比後退となった。

◦�「設備の状況」は全業種「▲10.7」前期比2.3ポイント下降。業種別では卸売業・建設業で上
昇、運輸業・鉱業は横這い、製造業・小売業・サービス業で下降した。
◦�「設備投資実施割合」は前期比0.3ポイント後退し「36.4％」となった。
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景気動向調査主要指数(D.I.)の推移
製　　　造　　　業 運　　　輸　　　業

6年7～9月 6年10～12月 7年1～3月 7年4～6月 7年7～9月予想 6年7～9月 6年10～12月 7年1～3月 7年4～6月 7年7～9月予想
売 上 額 ▲ 12.9 10.3 ▲ 24.1 3.4 10.3 17.6 35.3 ▲ 58.8 0.0 23.5
収 益 0.0 3.4 ▲ 24.1 ▲ 3.4 6.9 23.5 41.2 ▲ 35.3 ▲ 11.8 35.3
販 売 価 格 22.6 20.7 17.2 34.5 17.2 35.3 11.8 5.9 23.5 11.8
仕 入 価 格 41.9 44.8 58.6 51.7 24.1 29.4 31.3 64.7 17.6 5.9
在 庫 数 量 ▲ 3.2 0.0 ▲ 3.4 6.9 ▲ 3.4
資 金 繰 り ▲ 16.1 ▲ 6.9 ▲ 10.3 ▲ 3.4 ▲ 10.3 17.6 5.9 ▲ 23.5 ▲ 11.8 ▲ 11.8
前 年 比 売 上 ▲ 3.2 3.4 0.0 ▲ 13.8 17.6 41.2 ▲ 5.9 ▲ 23.5
前 年 比 収 益 3.2 6.9 3.4 ▲ 10.3 17.6 17.6 ▲ 17.6 ▲ 17.6
残 業 時 間 ▲ 16.1 ▲ 3.4 ▲ 10.3 ▲ 6.9 ▲ 3.6 ▲ 5.9 5.9 ▲ 17.6 ▲ 35.3 ▲ 12.5
人 手 ▲ 32.3 ▲ 37.9 ▲ 41.1 ▲ 24.1 ▲ 32.1 ▲ 64.7 ▲ 64.7 ▲ 52.9 ▲ 70.6 ▲ 75.0
設 備 状 況 ▲ 16.1 ▲ 17.2 ▲ 6.9 ▲ 10.3 ▲ 13.8 ▲ 5.9 ▲ 18.8 ▲ 18.8 ▲ 18.8 ▲ 25.0

卸　売　業 サービス業
売 上 額 12.5 0.0 ▲ 58.3 ▲ 13.0 0.0 4.3 ▲ 13.3 ▲ 39.5 ▲ 6.5 0.0
収 益 16.7 ▲ 4.3 ▲ 54.2 ▲ 4.3 4.5 ▲ 4.3 ▲ 28.9 ▲ 48.8 ▲ 6.5 ▲ 4.3
販 売 価 格 33.3 39.1 33.3 34.8 31.8 28.3 31.8 26.2 20.0 17.8
仕 入 価 格 54.2 52.2 45.8 34.8 27.3 58.7 67.4 71.4 54.5 52.3
在 庫 数 量 4.2 0.0 0.0 ▲ 4.5 0.0
資 金 繰 り 0.0 4.3 ▲ 16.7 ▲ 21.7 ▲ 13.6 2.2 ▲ 4.4 ▲ 7.0 ▲ 6.5 ▲ 2.2
前 年 比 売 上 ▲ 8.3 ▲ 26.1 ▲ 33.3 ▲ 34.8 2.2 ▲ 13.3 9.5 2.2
前 年 比 収 益 0.0 ▲ 4.3 ▲ 37.5 ▲ 21.7 ▲ 8.7 ▲ 11.1 ▲ 19.0 ▲ 15.2
残 業 時 間 ▲ 4.2 ▲ 9.1 ▲ 30.4 0.0 ▲ 4.5 ▲ 10.9 ▲ 11.4 ▲ 11.9 4.3 2.2
人 手 ▲ 29.2 ▲ 21.7 ▲ 12.5 ▲ 4.3 ▲ 13.6 ▲ 41.3 ▲ 53.5 ▲ 44.2 ▲ 47.8 ▲ 52.2
設 備 状 況 ▲ 4.2 ▲ 13.6 ▲ 13.0 0.0 ▲ 9.5 ▲ 17.4 ▲ 20.0 ▲ 9.5 ▲ 21.7 ▲ 31.1

小　売　業 鉱　　　業
売 上 額 ▲ 19.6 ▲ 18.3 ▲ 25.4 ▲ 29.8 ▲ 28.1 40.0 0.0 ▲ 100.0 80.0 100.0
収 益 ▲ 10.7 ▲ 28.3 ▲ 25.4 ▲ 33.3 ▲ 28.1 40.0 0.0 ▲ 100.0 80.0 100.0
販 売 価 格 37.5 38.3 32.2 8.8 1.8 40.0 50.0 ▲ 20.0 80.0 25.0
仕 入 価 格 42.9 53.3 46.6 31.6 15.8 80.0 50.0 20.0 40.0 0.0
在 庫 数 量 1.8 ▲ 15.0 ▲ 8.5 ▲ 3.5 ▲ 1.8 ▲ 60.0 ▲ 100.0 20.0 20.0 0.0
資 金 繰 り ▲ 12.5 ▲ 13.3 ▲ 16.9 ▲ 12.3 ▲ 15.8 40.0 25.0 0.0 20.0 50.0
前 年 比 売 上 ▲ 17.9 ▲ 30.0 ▲ 16.9 ▲ 31.6 20.0 50.0 20.0 80.0
前 年 比 収 益 ▲ 28.6 ▲ 36.7 ▲ 28.8 ▲ 40.4 0.0 25.0 ▲ 20.0 40.0
残 業 時 間 ▲ 12.5 ▲ 20.3 ▲ 17.5 ▲ 16.1 ▲ 12.5 40.0 0.0 ▲ 60.0 0.0 0.0
人 手 ▲ 16.1 ▲ 30.0 ▲ 34.5 ▲ 32.1 ▲ 37.5 ▲ 40.0 ▲ 25.0 ▲ 20.0 ▲ 40.0 ▲ 40.0
設 備 状 況 ▲ 19.6 ▲ 18.3 ▲ 8.6 ▲ 12.5 ▲ 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

建　設　業 不 動 産 業
売 上 額 ▲ 7.4 13.0 ▲ 32.7 ▲ 16.0 18.0 18.2 ▲ 20.0 37.5 22.2 11.1
収 益 ▲ 16.7 0.0 ▲ 44.2 ▲ 20.0 10.0 27.3 0.0 37.5 12.5 37.5
販 売 価 格 27.8 30.2 ▲ 5.9 12.0 10.0 36.4 22.2 ▲ 14.3 57.1 57.1
仕 入 価 格 59.3 47.3 65.4 58.8 43.1 45.5 37.5 0.0 71.4 71.4
在 庫 数 量 ▲ 1.9 1.9 4.0 10.2 2.0 ▲ 18.2 ▲ 22.2 ▲ 14.3 ▲ 14.3 ▲ 14.3
資 金 繰 り 5.6 5.5 0.0 ▲ 7.8 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
前 年 比 売 上 ▲ 9.3 ▲ 11.1 ▲ 28.8 ▲ 44.0 36.4 40.0 12.5 22.2
前 年 比 収 益 ▲ 22.2 ▲ 16.7 ▲ 38.5 ▲ 44.0 18.2 30.0 12.5 22.2
残 業 時 間 ▲ 1.9 ▲ 1.8 ▲ 30.8 ▲ 23.5 2.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0
人 手 ▲ 57.4 ▲ 52.7 ▲ 36.5 ▲ 47.1 ▲ 62.0 ▲ 9.1 ▲ 10.0 ▲ 25.0 ▲ 11.1 ▲ 11.1
設 備 状 況 ▲ 5.6 ▲ 5.6 ▲ 3.8 ▲ 2.0 ▲ 6.0

　＊各項目選択肢の構成比（％）の差による指数。選択肢は項目ごとに異なる。

｢経営上の問題点｣･｢経営上の重点施策｣上位10項目  （令和７年４月～６月期調査)

全業種・経営上の問題点
割　合（％)

全業種・経営上の重点施策
割　合（％)

市部 郡部 合計 市部 郡部 合計
売上の停滞・減少 40.6 35.7 38.9 経費を節減する 41.9 52.4 45.6 
材料価格の上昇（原材料高） 35.4 43.1 38.0 人材を確保する 45.2 40.5 43.5 
人手不足 36.8 39.3 37.7 販路を広げる 27.7 13.1 22.6 
人件費の増加 28.4 19.0 25.1 技術力を高める(強化する） 14.2 11.9 13.4 
利幅の縮小 24.5 20.2 23.0 教育訓練を強化する 16.8 4.8 12.6 
下請けの確保難 20.7 13.8 18.4 情報力を強化する 12.9 7.1 10.9 
仕入先からの値上げ要請 15.9 13.3 14.9 労働条件を改善(良く)する 9.0 13.1 10.5 
小口注文・多頻度配送の増加 17.6 0.0 13.0 売れ筋商品を取り扱う 4.5 15.5 8.4 
生産能力の不足 4.8 23.1 11.8 特になし 6.5 10.7 7.9 
同業者間の競争の激化 13.5 7.1 11.3 品揃えを充実(改善)する 5.8 8.3 6.7 

仕入先を開拓・選別する 5.2 9.5 6.7 
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卸売業 回答事業所23件（回答率92.0％）－業況判断指数　前期比後退 ▲39.1 －

製造業 回答事業所29件（回答率80.6％）－業況判断指数　前期比後退 ▲24.1 －

　管内卸売業23社による業況判断指数は「▲
39.1」、前期比10.9ポイント改善したが、前
年同期比では30.4ポイント後退した。
　地域別では、市部が「▲35.3」、前期比9.2
ポイント改善、郡部も「▲50.0」前期比16.7
ポイント改善した。
　売上額指数は「▲13.0」、前期比45.3ポイ
ント改善したが、前年同期比では65.2ポイン
ト後退した。
　収益指数は「▲4.3」、前期比49.8ポイント
改善したが、前年同期比では39.1ポイント後
退した。

　管内製造業29社による業況判断指数は「▲
24.1」、前期比10.3ポイント後退、前年同期
比についても11.2ポイント後退した。
　地域別では、市部が「▲20.0」前期比15.0
ポイント後退、郡部は「▲33.3」前期比「横
這い」であった。
　売上額指数は「3.4」、前期比27.6ポイント
改善したが、前年同期比は3.0ポイント後退
した。
　収益指数は「▲3.4」、前期比20.7ポイント
改善したが、前年同期比では3.4ポイント後
退した。
　業況判断指数は１頁の表参照
　売上額指数、収益指数は４頁の表参照
　以下各業種とも同じ

｢業況判断｣(D.I.)の回答の内訳
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建設業 回答事業所53件（回答率88.3％）－業況判断指数　前期比後退 ▲32.0 －

運輸業 回答事業所17件（回答率94.4％）－業況判断指数　前期比改善 ▲23.5 －

　　管内運輸業17社による業況判断指数は
「▲23.5」、前期比14.0ポイント改善、前年
同期比は23.5ポイント後退した。
　地域別では、市部が「▲22.2」前期比22.2
ポイント改善、郡部でも「▲25.0」前期比3.6
ポイント改善した。
　売上額指数は「0.0」、前期比58.8ポイン
ト改善、前年同期比では29.4ポイント後退し
た。
　収益指数は「▲11.8」、前期比23.5ポイン
ト改善、前年同期比では23.5ポイント後退し
た。

小売業 回答事業所57件（回答率82.6％）－業況判断指数　前期比後退 ▲38.6 －

　管内小売業57社による業況判断指数は「▲
38.6」、前期比5.3ポイント後退、前年同期比
でも14.5ポイント後退した。
　地域別では、市部が「▲25.8」前期比0.7ポ
イント改善、郡部は「▲53.8」前期比11.5ポ
イント後退した。
　売上額指数は「▲29.8」、前期比4.4ポイン
ト後退、前年同期比でも7.6ポイント後退し
た。
　収益指数は「▲33.3」、前期比7.9ポイント
後退、前年同期比は「横這い」で変わらずで
あった。
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　管内建設業53社による業況判断指数は「▲
32.0」、前期比1.2ポイント後退し、前年同期
比でも12.0ポイント後退した。
　地域別では、市部が「▲37.1」前期比6.6ポ
イント後退したが、郡部は「▲20.0」で前期
比11.3ポイント改善した。
　売上額指数は「▲16.0」、前期比16.7ポイ
ント改善、前年同期比は26.0ポイント後退し
た。
　収益指数は「▲20.0」、前期比24.2ポイン
ト改善、前年同期比では16.0ポイント後退し
た。
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鉱　業 回答事業所５件（回答率100.0％）－業況判断指数　前期比改善 80.0 －

不動産業 回答事業所９件（回答率75.0％）－業況判断指数　前期比改善 22.2 －

　管内鉱業5社による業況判断指数は
「80.0」、前期比80.0ポイント改善、前年同
期比でも13.3ポイント改善した。
　地域別では、市部が「100.0」、前期比で
横這い、郡部は「75.0」で前期比100.0ポイン
ト改善した。
　売上額指数は「80.0」前期比180.0ポイン
ト改善、前年同期比で20.0ポイントの後退と
なった。
　収益指数は「80.0」前期比180.0ポイント
改善、前年同期比では20.0ポイントの後退で
あった。

　　管内不動産業9社による業況判断指数は
「22.2」、前期比9.7ポイント改善、前年同期
比でも22.2ポイントの改善であった。
　地域別では、市部が「25.0」前期比10.7ポ
イント改善、郡部では「0.0」と前期比横這
いであった。
　売上額指数は「22.2」、前期比15.3ポイン
ト後退、前年同期比では11.1ポイントの改善
となった。
　収益指数は「12.5」前期比25.0ポイント後
退、前年同期比でも9.7ポイント後退した。

サービス業 回答事業所46件（回答率86.8%）－業況判断指数　前期比改善 ▲10.9 －

　　管内サービス業46社による業況判断指数
は「▲10.9」、前期比3.1ポイント改善し、前
年同期比でも11.9ポイント改善した。
　地域別では、市部が「▲15.6」前期比1.8ポ
イント後退、郡部では「0.0」となり前期比
14.3ポイントの改善であった。
　売上額指数は「▲6.5」、前期比33.0ポイン
ト改善、前年同期比も2.6ポイントの改善と
なった。
　収益指数は「▲6.5」、前期比42.3ポイント
改善、前年同期比でも9.4ポイントの改善と
なった。
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特別調査アンケート結果 〜5年後(2030年)以降を見据えた
　　　　　中長期的な経営について〜

◎�「削減を行う見通し」との回答は全業種で15.6％、それ以外の対応策は「販売価格を
引き上げる」が多い

　雇用や労働時間の削減の見通しは、「わからない」がもっとも多く、「行わない見通し」も4割弱を
占め、それ以外に考えられる対応策では、「販売価格を引き上げる」が最多だったものの、「特に対応
は行わない」と「わからない」が4割を占め、対応に対しての消極的な面が窺える。

◎「不安を感じている」は63.4％、経営面への影響は「賃金引上げの妨げになる」が43.2％
　経営面で「不安を感じている」がやはりもっとも多い結果となった。また、経営面への影響について
は、「賃金引上げの妨げになる」がもっとも多く43.2％を占めた。「特に影響はない」と考えている先が
16.2％、「わからない」とする先も14.0％とそれぞれ一定数見られた。

◎�生産面では「定年延長など高齢者の活躍推進」が35.6％、販売面では「現時点で
は考えていない」がもっとも多い

　生産面では「現時点では考えていない」が26.6％で2番目に多かったが、「待遇改善を通じた現役世代の
確保」が19.4％であった。販売面においては「現時点では考えていない」が43.5％と半数近くを占め、次い
で「現在の市場で今の商品の販売を強化」が27.8％であった。

問２　�社会保険負担の増加が今後も見込まれるが、�
経営面で不安を感じているか。また、経営面への影響で考えられること

問３　�わが国では、2030年以降も人口減少や高齢化の進展が見込まれ
ているが、生産面・販売面についてどのように考えているか。

問１　�最低賃金について、現行の 1,055 円から 1,500 円となった場合、�
雇用や労働時間の削減を行う見通しとそれ以外に考えられる対応策

　単位：％

雇用や労働時間の削減の見通し(225社) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産
行う見通し 15.6 10.7 31.8 22.6 16.0 0.0 9.3 0.0 12.5
行わない見通し 38.7 42.9 22.7 34.0 40.0 37.5 44.2 100.0 25.0
わからない 45.7 46.4 45.5 43.4 44.0 62.5 46.5 0.0 62.5

雇用や労働時間以外に考えられる対応策（225 社） 単位：％
経費 ( 人件費以外 ) を引き下げる 16.4 3.3 18.2 26.0 11.8 18.8 18.6 0.0 25.0
省力化投資 ( 設備、IT 等 ) を行う 9.3 10.0 4.5 6.0 11.8 6.3 14.0 0.0 12.5
販売価格を引き上げる 27.5 50.0 18.2 16.0 31.3 37.4 20.9 60.0 12.5
仕入価格を引き下げる 0.9 0.0 0.0 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0
もともと従業員がいない 3.6 0.0 4.5 6.0 2.0 0.0 2.3 0.0 25.0
わからない 18.7 16.7 31.9 22.0 17.6 6.3 18.6 0.0 12.5
特に対応は行わない 23.6 20.0 22.7 22.0 23.5 31.2 25.6 40.0 12.5 

　単位：％
経営面での不安感(224社） 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産
不安を感じている 63.4 51.8 59.1 72.0 56.9 68.7 67.4 60.0 75.0
どちらでもない 28.6 37.9 27.3 22.0 33.3 31.3 27.9 20.0 12.5
不安を感じていない 8.0 10.3 13.6 6.0 9.8 0.0 4.7 20.0 12.5

経営面への影響 (222 社 ) 　単位：％
社会保険料納付の時間や手間が増える 9.9 17.2 4.5 14.3 2.0 12.5 7.0 20.0 25.0
従業員への説明に時間がかかる 1.8 0.0 4.5 2.0 2.0 0.0 2.3 0.0 0.0
雇用が抑制される 12.2 13.8 18.2 18.4 6.0 6.3 11.6 0.0 12.5
賃金引上げの妨げになる 43.2 31.1 45.6 22.4 64.0 56.2 46.5 40.0 37.5
もともと従業員がいない 2.7 0.0 4.5 4.1 2.0 0.0 2.3 0.0 12.5
わからない 14.0 20.7 9.1 20.4 10.0 0.0 14.0 20.0 12.5
特に影響はない 16.2 17.2 13.6 18.4 14.0 25.0 16.3 20.0 0.0
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問５　�SDGs(2030年を目途とした持続可能な開発目標)にかかる取組み

問４　�5 年後の 2030年を見据えた事業承継の状況について、
　　　2030年までに経営者の変更の予定

　　単位：％
経営者変更の予定(223社) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産

経
営
者
変
更
を
予
定

親族に承継 12.6 3.6 4.5 11.5 19.6 24.8 12.5 20.0 0.0
親族以外の役員、従業員に承継 4.9 3.6 0.0 5.8 5.9 0.0 10.0 0.0 0.0
親族以外の社外人材に承継 0.9 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 0.0 0.0
他社への事業譲渡 (M&Aを含む) を予定 2.7 3.6 0.0 1.9 2.0 6.3 5.0 0.0 0.0
承継先を選定中 6.3 7.1 13.6 7.7 2.0 0.0 10.0 0.0 0.0

計 27.4 21.5 18.1 26.9 29.5 31.1 40.0 20.0 0.0
経
営
者
変
更
を

予
定
せ
ず

経営者が若く検討不要 24.2 32.0 18.2 15.4 33.3 18.8 20.0 20.0 44.5
検討の必要性は感じているが未着手 17.9 14.3 36.4 21.2 13.7 25.0 10.0 0.0 22.2
2030 年以降の承継を決定済み 2.7 0.0 0.0 3.8 7.8 0.0 0.0 0.0 0.0

計 44.8 46.3 54.6 40.4 54.8 43.8 30.0 20.0 66.7

そ
の
他

廃業を予定 3.1 3.6 0.0 1.9 2.0 6.3 2.5 20.0 11.1
事業承継については全くの未定 24.7 28.6 27.3 30.8 13.7 18.8 27.5 40.0 22.2

計 27.8 32.2 27.3 32.7 15.7 25.1 30.0 60.0 33.3

　単位：％
生産面　(222社) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産
定年延長など高齢者の活躍推進 35.6 44.8 50.0 30.0 29.4 53.3 31.0 40.0 25.0
待遇改善を通じた現役世代の確保 19.4 10.3 22.7 16.0 25.5 26.7 19.0 20.0 12.5
外国人採用の強化 4.1 6.9 0.0 4.0 2.0 0.0 9.5 0.0 0.0
人材教育の強化 9.0 6.9 4.5 10.0 15.7 0.0 7.1 0.0 12.5
省力化 (IT、設備等 ) の増加 5.4 3.4 0.0 6.0 7.8 0.0 4.8 40.0 0.0
現時点では考えていない 26.6 27.6 22.7 34.0 19.6 20.0 28.6 0.0 50.0

販売面 （216 社） 　単位：％
新しい商品・サービスの開発 16.7 32.1 13.6 20.4 4.1 0.0 23.1 0.0 37.5
新しい市場への進出・強化 12.0 7.1 31.8 12.2 4.1 18.8 7.7 20.0 25.0
現在の市場で今の商品の販売を強化 27.8 28.6 36.4 32.7 22.4 31.3 25.6 20.0 12.5
現時点では考えていない 43.5 32.1 18.2 34.7 69.4 50.0 43.6 60.0 25.0

（最大３つまで回答）　単位：％
SDGsにかかる取組みでもっとも取組んでいるもの（221社） 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産

（省エネ）省エネ、節電、再生可能エネルギーの使用 33.0 37.9 47.6 38.0 17.6 37.5 34.1 40.0 25.0
（省資源）再生資源や未利用資源の利用、 
廃物削減、製品の長寿化や修理 14.9 10.3 19.0 8.0 17.6 12.5 26.8 0.0 0.0

（水資源）水使用量削減、排水管理 2.7 3.4 0.0 2.0 3.9 6.3 2.4 0.0 0.0

（森林資源）ペーパーレス化、緑化、植林 17.6 31.0 19.0 24.0 13.7 6.3 7.3 0.0 37.5
（環境負荷）グリーン調達、
カーボンオフセット、有害物質の削減 4.1 6.9 0.0 8.0 2.0 0.0 4.9 0.0 0.0

（雇用）女性や高齢者、障がい者、
外国人等の多様な人材の雇用 20.4 24.1 19.0 18.0 17.6 31.3 22.0 40.0 0.0

（労働環境）研修の充実、働き方改革の実施 19.5 17.2 14.3 20.0 25.5 6.3 17.1 20.0 37.5

（貧困対策・健康福祉）フェアトレード、途上国支援 0.5 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（地域貢献）防犯、防災、寄付、まちづくり 17.6 17.2 4.8 24.0 21.6 6.3 14.6 20.0 25.0

上記の取組みはしていない 38.0 31.0 33.3 30.0 47.1 43.8 39.0 40.0 50.0

◎経営者変更を予定せず」が44.8％
　「経営者変更を予定」しているは27.4％、その中で「親族に承継」が12.6％であった。「経営者変更を
予定せず」の中で、「経営者が若く検討不要」が24.2％、「必要性は感じているが未着手」が17.9％で、「未
着手」のほうがが多い業種も見られた。「全くの未定」も24.7％あり目を引くところであった。
　また、「廃業を予定」している先は3.1％とごく少数であった。

◎「取組みはしていない」が38.0％ともっとも多い
　「取組みはしていない」に次いで「省エネ、節電、再生可能エネルギーの使用」が33.0％、「多様な人材
の雇用」20.4％、「研修の充実、働き方改革の実施」19.5％、「ペーパーレス化、緑化、植林」17.6％、「防犯、
防災、寄付、まちづくり」17.6％など広範囲に亘っている。
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管内主要経済統計管内主要経済統計
１．製 造 業 の 状 況
主要製造業生産動向  （単位：比％）

紙製品出荷実績
　　　  トン

前　年
同月比

うち板紙
　　　トン

前　年
同月比

紙製品出荷実績
　　　  トン

前　年
同月比

うち板紙
　　　トン

前　年
同月比

06年04月 63,120 ▲ 7.6 17,973 - 06年11月 62,093 ▲ 10.2 20,808 -

06年05月 61,568 ▲ 4.8 16,442 - 06年12月 62,699 ▲ 11.6 21,014 -

06年06月 62,068 ▲ 0.3 16,956 - 07年01月 54,648 ▲ 10.1 16,476 -

06年07月 62,836 3.2 17,321 - 07年02月 53,550 ▲ 8.2 18,583 -

06年08月 64,755 ▲ 2.5 20,347 - 07年03月 58,534 ▲ 14.1 18,009 -

06年09月 57,871 ▲ 12.3 15,970 - 07年04月 61,174 ▲ 3.1 19,947 11.0

06年10月 63,509 ▲ 0.9 18,218 -
＊資料出所　…　王子製紙㈱苫小牧工場　　＊今号より原油処理実績の掲載は中止いたしました

２．土 木・建 設  の 状 況
　①　公 共 工 事  （単位：百万円・％）

苫　小　牧　市 室蘭建設管理部 室 蘭 開 発 建 設 部
金　　額 前　年　比 金　　額 前　年　比 金　　額 前　年　比

0 6 年 0 4 月 148 ▲ 83.3 442 18.2 5,091 ▲ 6.8

0 6 年 0 5 月 1,715 65.2 289 ▲ 50.4 2,868 ▲ 34.8

0 6 年 0 6 月 1,448 ▲ 59.2 304 ▲ 62.6 3,108 ▲ 34.1

0 6 年 0 7 月 1,128 14.6 1,835 19.5 937 ▲ 50.5

0 6 年 0 8 月 893 3.7 1,261 9.1 891 ▲ 19.3

0 6 年 0 9 月 599 ▲ 7.6 512 ▲ 79.3 2,380 152.9

0 6 年 1 0 月 449 ▲ 46.6 167 ▲ 42.8 529 ▲ 65.1

0 6 年 1 1 月 122 ▲ 50.4 45 ▲ 60.5 199 12.4

0 6 年 1 2 月 96 ― 16 23.1 546 ー

0 7 年 0 1 月 1,360 16,900.0 26 ▲ 13.3 165 ー

0 7 年 0 2 月 43 ― 88 633.3 72 ▲ 88.2

0 7 年 0 3 月 626 22.3 2,060 103.6 5,725 4.2

0 7 年 0 4 月 1,509 919.6 371 ▲ 16.1 4,662 ▲ 8.4
＊資料出所　－　苫小牧市、室蘭建設管理部HP、室蘭開発建設部HP
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　②　建築確認申請・住宅着工
苫小牧市建築確認申請件数・住宅着工戸数 管内建築確認申請件数・住宅着工戸数（７年３月～7年５月)

建 築 確 認 件 数 住 宅 着 工 戸 数 建築確認申請件数 住 宅 着 工 戸 数
件　数 前年比（％） 戸　数 前年比（％） 件　数 前年差異 戸　数 前年差異

06年05月 40 ▲ 46.7 40 ▲ 20.0 苫小牧市 128 ▲ 19 179 39
06年06月 64 ▲ 5.9 38 ▲ 76.5 千 歳 市 70 ▲ 38
06年07月 49 ▲ 37.2 34 ▲ 37.0 白 老 町 11 9 11 8
06年08月 49 ▲ 12.5 42 ▲ 57.6 厚 真 町 3 2 0 0
06年09月 48 ▲ 2.0 22 ▲ 24.1 安 平 町 0 ▲ 3 0 ▲ 1
06年10月 56 0.0 46 ▲ 45.9 むかわ町 4 0 0 ▲ 1
06年11月 44 ▲ 15.4 46 ▲ 9.8 日 高 町 4 ▲ 1 4 0
06年12月 32 ▲ 22.0 102 ▲ 6.4 平 取 町 1 0 2 ▲ 2
07年01月 36 33.3 51 30.8 新 冠 町 0 0 1 0
07年02月 55 41.0 80 263.6 新ひだか町 1 ▲ 15 2 ▲ 7
07年03月 48 ▲ 9.4 88 57.1
07年04月 35 ▲ 35.2 27 ▲ 38.6
07年05月 45 12.5 64 60.0
　建築確認件数は、指定確認検査機関の受付件数を加えて掲載しております。

３．海 運・運 輸 の 状 況
　①　苫小牧港フェリー運航状況  （単位：比％）

航　海　数 乗　用　車 ト　ラ　ッ　ク バ　　ス 自　動　２　輪 旅　　　客
便 前年比 台 前年比 台 前年比 台 前年比 台 前年比 人 前年比

06年06月 559 1.6 24,903 6.9 45,670 0.5 130 12.1 5,020 18.3 69,334 8.0
06年07月 540 ▲ 10.6 27,704 ▲ 6.1 46,232 ▲ 4.9 209 ▲ 48.4 7,794 ▲ 8.7 85,655 ▲ 11.1
06年08月 594 6.1 34,691 ▲ 3.5 48,284 2.6 232 ▲ 34.5 8,648 ▲ 11.2 116,552 ▲ 4.9
06年09月 596 8.0 27,547 7.9 49,455 3.4 144 2.1 7,107 13.9 85,685 11.0
06年10月 623 11.4 24,735 8.6 53,399 13.4 106 1.9 1,952 5.1 76,261 13.0
06年11月 584 9.4 17,600 5.1 48,661 9.6 87 ▲ 26.9 418 ▲ 8.7 56,724 13.7
06年12月 583 6.8 17,492 6.9 47,713 2.6 108 ▲ 0.9 262 1.9 55,764 8.2
07年01月 509 11.4 16,792 15.1 41,217 10.5 100 ▲ 13.8 189 ▲ 11.3 53,724 11.4
07年02月 466 0.2 13,167 7.2 40,146 6.9 193 60.8 188 19.0 45,770 11.5
07年03月 540 ▲ 2.2 21,992 5.7 45,211 ▲ 7.6 173 ▲ 16.0 335 5.7 67,349 1.0
07年04月 556 0.5 23,070 1.9 48,147 1.3 103 ▲ 9.6 1,439 ▲ 5.0 63,304 1.0
07年05月 593 1.7 24,747 1.5 44,622 ▲ 0.3 107 9.2 2,956 ▲ 2.6 76,612 4.9
07年06月 539 0.9 25,864 3.9 43,954 ▲ 3.8 94 ▲ 27.7 5,368 6.9 71,671 3.4
＊資料出所　…　北海道運輸局室蘭運輸支局苫小牧海事事務所　　＊上り・下り便の合計　　＊トラックはシャーシのみを含む
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　②　貿 易 実 績 （単位：百万円・％）

輸　　　　出 輸　　　　入 貿易金額合計
金　　額 前 年 比 金　　額 前 年 比 金　　額 前 年 比

0 6 年 0 5 月 14,570 ▲ 15.3 109,672 14.1 124,241 9.7
0 6 年 0 6 月 28,761 59.9 79,562 ▲ 26.1 108,324 ▲ 13.8
0 6 年 0 7 月 17,873 ▲ 1.7 60,810 0.6 78,683 0.1
0 6 年 0 8 月 17,017 20.4 55,530 ▲ 33.1 72,546 ▲ 25.3
0 6 年 0 9 月 18,920 9.4 57,943 ▲ 42.8 76,863 ▲ 35.2
0 6 年 1 0 月 28,798 60.8 102,370 0.0 131,168 9.1
0 6 年 1 1 月 30,763 41.9 81,824 ▲ 25.1 112,587 ▲ 14.0
0 6 年 1 2 月 31,175 63.3 137,127 9.8 168,302 16.9
0 7 年 0 1 月 20,784 37.0 104,644 ▲ 1.9 125,428 2.9
0 7 年 0 2 月 22,865 ▲ 16.1 103,756 21.2 126,621 12.2
0 7 年 0 3 月 24,878 30.3 91,271 ▲ 15.8 116,149 ▲ 8.9
0 7 年 0 4 月 23,179 30.9 90,299 ▲ 7.9 113,478 ▲ 2.0
0 7 年 0 5 月 17,950 23.2 107,605 ▲ 1.3 125,554 1.6

　＊資料出所　…　函館税関苫小牧税関支署（速報値）

　③　苫小牧港港湾荷役取扱状況（重量） （単位：千トン・％）

輸　出 前年比 輸　入 前年比 移　出 前年比 移　入 前年比 合　計 前年比
05年12月 84 0.1 1,520 17.6 3,729 ▲ 3.1 3,442 ▲ 13.6 8,775 ▲ 4.7
06年01月 92 107.5 1,398 4.4 2,907 ▲ 10.9 2,671 ▲ 15.1 7,069 ▲ 9.3
06年02月 161 119.9 1,073 ▲ 29.2 3,014 ▲ 7.5 2,702 ▲ 14.5 6,950 ▲ 13.2
06年03月 59 4.6 1,762 28.9 3,821 5.5 3,677 ▲ 1.5 9,318 6.1
06年04月 72 ▲ 51.6 1,243 35.9 3,732 4.3 3,672 ▲ 1.6 8,719 4.1
06年05月 77 ▲ 4.2 1,170 ▲ 29.6 3,473 2.2 3,416 1.1 8,137 ▲ 4.5
06年06月 186 152.9 907 6.3 3,583 0.2 3,536 ▲ 2.9 8,212 0.8
06年07月 50 ▲ 36.2 885 7.5 3,547 ▲ 4.9 3,664 ▲ 2.8 8,146 ▲ 3.0
06年08月 71 53.1 652 ▲ 28.4 3,393 ▲ 4.8 3,633 0.5 7,749 ▲ 4.7
06年09月 62 1.0 1,310 ▲ 13.8 3,479 ▲ 5.5 3,771 1.8 8,622 ▲ 3.8
06年10月 146 113.0 1,353 ▲ 21.3 3,908 5.6 3,989 9.4 9,395 2.9
06年11月 198 94.8 1,526 20.8 3,516 ▲ 0.6 3,634 8.4 8,874 7.5
06年12月 150 79.3 1,540 1.3 3,546 ▲ 4.9 3,620 5.2 8,856 0.9

　＊資料出所　…　苫小牧港管理組合（HP）(＊数値は速報値のため、後日変更となることもあります。）
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４．商　業　の　状　況
　①　大型店売上状況　　　　　　　　　　　　 　　(単位：苫小牧～千円、北海道～百万円)

苫小牧 北海道(百貨店・スーパー)
金　額 前年比 金　額 前年比

0 6 年 0 5 月 － － 86,242 2.9
0 6 年 0 6 月 － － 89,097 6.5
0 6 年 0 7 月 － － 90,438 1.3
0 6 年 0 8 月 － － 91,038 3.1
0 6 年 0 9 月 － － 83,840 1.4
0 6 年 1 0 月 － － 84,329 ▲ 3.2
0 6 年 1 1 月 － － 87,891 ▲ 0.2
0 6 年 1 2 月 － － 112,451 ▲ 0.7
0 7 年 0 1 月 － － 92,916 2.6
0 7 年 0 2 月 26,301 － 83,971 ▲ 1.6
0 7 年 0 3 月 33,095 － 89,540 ▲ 1.5
0 7 年 0 4 月 34,463 － 83,937 ▲ 1.5
0 7 年 0 5 月 32,464 － 84,803 ▲ 1.7

　＊＊資料出所　苫小牧信用金庫調べ　＊大型店－売り場面積が1,500㎡以上の小売店、7年2月から市内対象店舗を変更。
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　②　新車登録台数 （単位：台・％）

新　　　車　　　登　　　録　　　台　　　数　　　（除軽） 苫小牧市軽自動車
胆 振 日 高（室支局管内) 北　　海　　道 全　　　　国 新規登録台数

小型乗用 前年比 その他 前年比 合　計 前年比 前年比 前年比 前年比
06年04月 224 ▲ 37.8 741 6.6 965 ▲ 8.5 9,758 ▲ 10.3 207,536 ▲ 5.7 503 ▲ 21.8
06年05月 249 ▲ 24.8 541 ▲ 14.7 790 ▲ 18.1 7,910 ▲ 1.0 201,643 ▲ 2.4 409 ▲ 21.2
06年06月 427 24.5 757 ▲ 5.5 1,184 3.5 10,609 ▲ 0.6 241,561 ▲ 7.0 513 6.4
06年07月 334 28.5 766 6.2 1,100 12.1 9,731 8.8 263,194 3.9 639 37.4
06年08月 269 ▲ 12.7 570 ▲ 14.3 839 ▲ 13.8 7,194 ▲ 4.1 208,683 ▲ 2.4 430 ▲ 6.9
06年09月 269 ▲ 29.6 767 1.3 1,036 ▲ 9.0 9,051 ▲ 5.1 274,378 0.8 605 6.1
06年10月 328 ▲ 13.7 817 32.4 1,145 14.8 9,142 2.6 259,132 6.6 623 ▲ 3.7
06年11月 241 ▲ 35.9 775 11.5 1,016 ▲ 5.1 8,369 ▲ 4.2 249,842 ▲ 2.0 500 ▲ 11.5
06年12月 161 ▲ 41.0 624 18.0 785 ▲ 2.1 6,478 ▲ 8.1 210,746 ▲ 9.3 335 ▲ 6.2
07年01月 215 ▲ 13.3 591 9.2 806 2.2 7,137 3.3 238,906 10.1 426 43.9
07年02月 290 40.8 603 ▲ 5.0 893 6.2 7,973 14.9 262,755 15.9 384 10.7
07年03月 413 35.0 860 ▲ 23.8 1,273 ▲ 11.2 12,805 1.0 329,918 8.8 597 30.3
07年04月 247 10.3 594 ▲ 19.8 841 ▲ 12.8 9,936 1.8 217,064 4.6 686 36.4
資料出所　…　苫小牧信用金庫調べ・自販連
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　苫小牧市公設地方卸売市場取扱実績（令和７年４月～６月）　　 　　　（単位：数量-トン、金額-千円、比-％)

水産物計 前年比 果　　実 前年比 蔬　　菜 前年比 青果計 前年比

07年４月～６月
数量 2,404 2.1 360 ▲ 20.1 988 18.1 1,348 4.8
金額 2,071,072 ▲ 0.8 231,324 ▲ 20.4 288,692 ▲ 5.2 520,495 ▲ 12.6

07年４月～07年６月
累　 　計

数量 2,404 2.1 360 ▲ 20.1 988 18.1 1,348 4.8
金額 2,071,072 ▲ 0.8 231,324 ▲ 20.4 288,692 ▲ 5.2 520,495 ▲ 12.6

　＊苫小牧市公設地方卸売市場資料より当金庫が作成　

苫小牧市生活必需品価格動向、平均価格対前月上昇・下降上位5品（令和７年６月10日調べ） (単位:円･％)

前月比上昇品 ６月平均価格 対前月変動率 前年同月平均価格 順位 前月比下降品 ６月平均価格 対前月変動率 前年同月平均価格
れ ん こ ん 181.2 25.2 132.1 1 き ゃ べ つ 21.6 ▲ 28.2 36.4
洗濯用合成洗剤 678.9 18.4 498.4 2 さ ん ま 113.5 ▲ 22.0 181.0
か ず の こ 654.4 15.7 599.0 3 生 そ ば 107.1 ▲ 15.4 79.6
ま ぐ ろ 373.6 14.9 381.0 4 は く さ い 26.8 ▲ 15.2 38.7
チ ー ズ 151.7 14.1 144.8 5 に ん じ ん 62.0 ▲ 14.4 59.6

　＊生鮮品は100ｇあたり、洗濯用合成洗剤は詰め替え用・1000ｇ程度・液体タイプ、まぐろはメバチ・刺身用・ブロック 
　  チーズはプロセスチーズ4個入り1パック、生そばはゆでていないもの

苫小牧市燃料価格動向（令和７年６月） （単位：円・％)

品 　　 名 単　位 ５月価格 ６月価格 前月比上昇率 （高  値 ～ 安  値） 前年６月平均価格
家 庭 用 灯 油 １ﾘｯﾄﾙ 129.73 125.27 ▲ 3.4 128.70 ～ 123.20 118.56
プ ロ パ ン ガ ス 10.0㎥ 10,937.50 10,937.50 0.0 12,705.00 ～ 8,690.00 10,871.50
ガソリン（フル） １ﾘｯﾄﾙ 178.86 162.57 ▲ 9.1 168.00 ～ 159.00 169.00
ガソリン（セルフ） １ﾘｯﾄﾙ 174.73 159.84 ▲ 8.5 164.00 ～ 155.80 165.84

　＊家庭用灯油…ホームタンク配達料込み、プロパンガス…体積買（10.0㎥）、ガソリン…レギュラー
　＊以上２表苫小牧市生活必需品価格動向表（苫小牧市市民生活部市民生活課）より当金庫が作成

５．不 動 産 の 状 況

苫小牧市管内漁獲高動向概算値（令和７年４月～６月） 　（数量：トン、金額：千円、増減‐比：％)

数  量  上  位 数　　量 前年比増減 順位 金  額  上  位 金　　額 前年比増減
た こ 475 68.2 1 た こ 179,276 64.0
つ ぶ 323 18.2 2 つ ぶ 84,295 48.2
か れ い 129 ▲ 59.6 3 ほ っ き 貝 30,490 36.9
そ の 他 魚 類 54 ▲ 65.0 4 か れ い 30,233 ▲ 52.5
ほ っ き 貝 50 33.7 5 か に 11,939 830.3
7 年 4 ～ 6 月 合 計 1,173 ▲ 9.3 7 年 4 ～ 6 月 合 計 395,916 14.3
7 年 1 ～ 6 月 累 計 2,543 ▲ 5.8 7 年 1 ～ 6 月 累 計 904,865 22.7

　登記事務取扱状況
売　　　買
（筆個）

前　年　比 
（％）

建 物 表 示
（個）

前　年　比 
（％）

国土法届出件数
（件）

前　年　差
（件）

0 6 年 0 4 月 360 16.1 54 ▲ 26.0 7 2
0 6 年 0 5 月 410 30.6 49 ▲ 15.5 5 1
0 6 年 0 6 月 426 7.3 47 ▲ 20.3 4 1
0 6 年 0 7 月 380 ▲ 18.1 54 ▲ 21.7 5 2
0 6 年 0 8 月 312 16.4 46 ▲ 11.5 0 ▲ 4
0 6 年 0 9 月 303 ▲ 11.1 69 19.0 2 ▲ 5
0 6 年 1 0 月 454 20.1 65 ▲ 34.3 2 ▲ 1
0 6 年 1 1 月 330 ▲ 21.8 64 ▲ 24.7 5 0
0 6 年 1 2 月 486 7.5 75 ▲ 16.7 2 ▲ 10
0 7 年 0 1 月 310 ▲ 17.8 52 13.0 3 2
0 7 年 0 2 月 358 37.7 62 ▲ 22.5 135 132
0 7 年 0 3 月 375 14.7 68 ▲ 2.9 170 165
0 7 年 0 4 月 518 43.9 46 ▲ 14.8 142 135

資料出所　…　売買・建物表示－法務局苫小牧支局
　　　　　　　国土法届出－国土交通省HP・令和７年2月分より登記申請単位に変更
＊法務局苫小牧支局管内　…　苫小牧市、白老町、厚真町、安平町、むかわ町

【商業関連情報ー卸売市場・物価・漁獲】
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６．企　業　倒　産　状　況
管　　　　　　　　　　　　　　内 北　　　　　　　海　　　　　　　道

倒産件数
（件）

前年差
（件）

負債総額
（百万円）

前 年 比
（％） 倒産件数 前 年 比

（％）
負債総額

（百万円）
前 年 比
（％）

06年04月 0 0 0 － 20 17.6 4,076 1,898.0
06年05月 0 0 0 － 30 50.0 6,692 2,360.3
06年06月 3 2 771 1,001.4 25 13.6 1,888 ▲ 19.6
06年07月 5 3 2,745 891.0 34 41.7 8,417 247.1
06年08月 0 ▲ 5 0 ▲ 100.0 20 ▲ 20.0 1,123 ▲ 50.1
06年09月 3 ▲ 1 717 ▲ 37.9 21 40.0 2,802 43.3
06年10月 1 ▲ 1 10 ▲ 97.5 29 3.6 5,698 39.0
06年11月 2 ▲ 1 52 ▲ 77.8 17 ▲ 15.0 2,207 26.5
06年12月 0 ▲ 6 0 ▲ 100.0 19 ▲ 42.4 2,246 ▲ 24.2
07年01月 1 0 37 ▲ 26.0 17 ▲ 10.5 1,576 ▲ 30.4
07年02月 0 ▲ 2 0 ▲ 100.0 22 22.2 2,769 59.4
07年03月 0 0 0 － 17 ▲ 39.3 2,351 ▲ 29.3
07年04月 1 1 185 － 26 30.0 4,262 4.6

　＊資料出所　…　管内：帝国データバンク苫小牧支店、北海道：東京商工リサーチ北海道支社
　＊管内　…　胆振東部、日高西部
　＊管内の計数は法的整理のみ、任意整理は含まず

７．雇　用　状　況
有 効 求 人 倍 率 完 全 失 業 率

苫 小 牧 管 内 北 海 道 全 国 北 海 道 全 国
0 6 年 0 5 月 1.05 0.89 1.05 3.0 2.8 
0 6 年 0 6 月 1.04 0.88 1.06 2.6 
0 6 年 0 7 月 1.12 0.93 1.11 

2.6
2.7 

0 6 年 0 8 月 1.10 0.94 1.13 2.5 
0 6 年 0 9 月 1.08 0.97 1.14 2.5 
0 6 年 1 0 月 1.10 0.97 1.16 

2.6
2.4 

0 6 年 1 1 月 1.13 0.99 1.18 2.4 
0 6 年 1 2 月 1.09 1.01 1.22 2.2 
0 7 年 0 1 月 1.03 0.95 1.20 

2.6
2.3 

0 7 年 0 2 月 1.03 0.96 1.19 2.4 
0 7 年 0 3 月 0.99 0.97 1.16 2.6 
0 7 年 0 4 月 0.96 0.90 1.08 2.7 
0 7 年 0 5 月 0.91 0.89 

　＊資料出所　…　苫小牧公共職業安定所「業務概要」より

　単位：％
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８．金 融 の 状 況

９．管内の人口・世帯数（令和７年６月末）

　苫小牧市内預金･貸出金残高 　単位：百万円・％ 　単位：百万円・％

預 金 残 高 前　年　比 貸出金残高 前　年　比
0 6 年 0 6 月 893,530 2.5 0 6 年 0 6 月 476,476 0.3
0 6 年 0 7 月 889,028 2.4 0 6 年 0 7 月 476,969 0.4
0 6 年 0 8 月 895,362 1.7 0 6 年 0 8 月 478,800 0.7
0 6 年 0 9 月 883,480 0.4 0 6 年 0 9 月 473,831 ▲ 0.1
0 6 年 1 0 月 886,497 0.6 0 6 年 1 0 月 475,497 0.9
0 6 年 1 1 月 892,702 1.8 0 6 年 1 1 月 479,894 0.8
0 6 年 1 2 月 898,662 1.3 0 6 年 1 2 月 480,847 ▲ 0.3
0 7 年 0 1 月 880,735 0.6 0 7 年 0 1 月 475,892 ▲ 0.7
0 7 年 0 2 月 879,711 0.9 0 7 年 0 2 月 476,952 ▲ 0.4
0 7 年 0 3 月 882,066 1.9 0 7 年 0 3 月 478,046 ▲ 0.2
0 7 年 0 4 月 910,388 3.3 0 7 年 0 4 月 481,068 0.6
0 7 年 0 5 月 916,627 3.9 0 7 年 0 5 月 483,417 2.1
0 7 年 0 6 月 910,548 1.9 0 7 年 0 6 月 480,767 0.9

　＊資料出所　…　苫小牧金融協会

市 町 人 口 世 帯 数
人 口 前 年 差 世 帯 前 年 差

管 内 合 計 335,506 ▲ 3,345 186,489 207
市 部 計 261,678 ▲ 2,028 144,256 338
苫 小 牧 市 164,690 ▲ 1,335 91,645 225
千 歳 市 96,988 ▲ 693 52,611 113
郡 部 計 73,828 ▲ 1,317 42,233 ▲ 131
白 老 町 14,816 ▲ 414 9,095 ▲ 99
厚 真 町 4,244 ▲ 23 2,126 10
安 平 町 7,297 ▲ 26 4,080 19
む か わ 町 7,266 ▲ 86 4,181 58
日 高 町 10,841 ▲ 190 6,238 ▲ 34
平 取 町 4,434 ▲ 69 2,429 1
新 冠 町 4,972 ▲ 111 2,809 ▲ 23
新 ひ だ か 町 19,958 ▲ 398 11,275 ▲ 63

　単位：人
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北海道の主要経済指標　　　　　　　　出典：経済産業省 北海道経済産業局 管内経済概況 主要経済指標
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コンビニ販売額 公共工事請負額 新設住宅着工戸数 来道客数

販売額（百万円） 前年同月比 請負額（百万円） 前年同月比 着工戸数（戸） 前年同月比 来道客数（千人） 前年同月比

2023年

6月 52,694 6.0 174,462 6.9 3,567 10.7 1,200 36.3
7月 59,567 9.3 100,138 ▲ 2.4 2,724 ▲ 12.2 1,294 22.7
8月 61,432 13.8 61,565 2.9 2,667 ▲ 16.1 1,455 20.7
9月 54,619 6.6 53,509 3.8 2,290 ▲ 8.4 1,270 20.7

10月 54,148 5.2 38,890 5.5 3,091 16.3 1,188 13.8
11月 50,795 3.5 20,175 1.3 2,158 ▲ 10.3 1,004 9.4
12月 55,682 2.9 9,093 4.7 1,968 ▲ 1.0 1,067 8.5

2024年

1月 50,120 2.7 7,927 38.4 862 ▲ 16.6 943 15.6
2月 48,501 5.9 19,396 93.4 1,340 9.5 1,037 13.4
3月 51,088 0.8 110,023 ▲ 7.6 2,229 ▲ 10.5 1,087 2.6
4月 50,348 1.1 281,773 14.0 3,428 10.6 941 0.3
5月 52,746 0.8 208,449 25.8 2,600 7.3 1,110 ▲ 2.1
6月 53,663 1.8 159,292 ▲ 8.7 2,715 ▲ 23.9 1,206 0.4
7月 58,134 ▲ 2.4 116,498 16.3 2,944 8.1 1,295 0.1
8月 58,864 ▲ 4.2 62,509 1.5 2,289 ▲ 14.2 1,483 1.9
9月 54,038 ▲ 1.1 48,460 ▲ 9.4 2,340 2.2 1,330 4.7

10月 54,812 1.2 36,653 ▲ 5.8 2,561 ▲ 17.1 1,293 8.9
11月 51,824 2.0 24,592 21.9 2,844 31.8 1,140 13.5
12月 57,125 2.6 17,741 95.1 2,097 6.6 1,157 8.4

2025年

1月 51,986 3.7 8,544 7.8 1,007 16.8 1,108 17.5
2月 49,000 1.0 19,377 ▲ 0.1 1,399 4.4 1,082 4.3
3月 52,835 3.4 107,227 ▲ 2.5 3,963 74.4 1,204 10.8
4月 51,096 1.5 341,431 21.2 1,884 ▲ 45.2 1,005 6.9

５月 54,762 3.8 221,357 6.2 1,128 ▲ 56.6 1,216 9.5
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特 集 株式会社イーシーセンター(静岡県富士市)の挑戦

　今号の特集は、信金中央金庫 地域・中小企業研究所発行のニュース＆トピックス №2025-31（2025.6.16発行）よりＪＩ
ＣＡ「中小企業・ＳＤＧｓビジネス支援事業」の活用で飛躍を図る中小企業を抜粋転載してご紹介いたします。
　　　　　　　　　　                   　　　　　　信金中央金庫 地域・中小企業研究所　上席主任研究員　藁品　和寿　氏
　今回は、静岡県富士市に本社を置き、解体に伴い排出された建設廃棄物等のリサイクルで高い環境配慮型技術を有する
株式会社イーシーセンターの事例を紹介する。同社は、2023年9月から24年4月まで、ベトナムにおいて、再生土木資材製
造事業にかかるニーズ確認調査に取り組んだ。

１．企業の概要
　1980年1月に、現在の沼津ステーションの所在地(沼津市桃里)で、海野欽也会長(現)
が(株)イーシーセンターを創立した。その後、2010年4月、海野会長は、取引先ニー
ズを捉え、「産業廃棄物の収集運搬にとどまらず、解体に伴い排出された建設廃棄
物のリサイクルまでを一貫して担うべきではないか」という先見の明で、解体専業
の(株)フジウンノと合併するとともに、同時に海野幸男氏が代表取締役社長に就任
し、本社を現在の富士市に移転した。(表１)
　合併をきっかけに、海野社長は、先代が築いてきたものを“言語化”し、以下の
とおり、企業理念および社訓を掲げた。これらは、合併後の人事交流を通じて社風
となり、同業他社よりも先んじた先導的な経営につながるきっかけになっている。

＜企業理念＞　　私達の子どもたちに残したい未来があります。
＜社　　訓＞　　できないと言わずにやってみよう！
　１、好奇心を育てよう
　２、「今」を頑張ろう
　３、失敗は成長の基、恐れないようにしよう
　４、感動を与えられる企業を目指そう
　５、感謝の気持ちを忘れないようにしよう
　６、５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）を徹底しよう
　７、考え方と情熱で、未来の自分を変えてみよう

　同社のおおまかな事業内訳は、解体事業が７割、産業廃棄物収集運搬・処分事業が３割である。建物解体工事、カッ
ター工事、産業廃棄物・建設廃材の収集・運搬、産業廃棄物中間処理・リサイクル、ＲＣ砕石製造販売、瓦チップ製造販
売等、建物の解体から産業廃棄物のリサイクルまで幅広い業務を一貫して手掛け、“ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ（もったいな
い）”の心をもって、域内資源循環に大きく貢献している。
　本業以外でも、地域貢献の一環で、取引先を巻き込み、エコキャップ運動を実施している。また、社員からの提案でド
ローン事業にも取り組み、解体工事現場の事前調査等での活用のほか、地元の富士市、沼津市との間で災害時における無
人航空に関する協定を結んだり、子どもを対象としたドローン操縦の職場体験を行ったりする等、地元の将来を見据えた
活動にも意欲的である。そのほか、後継者不足で休耕田になりかけていた地元の田畑を自社の農園として有効活用して米
の栽培を行っている。また、木耳(きくらげ)の栽培も行い、純国産の「富士山木耳」として地元の道の駅等で販売してい
る。
　働きやすい環境づくりにも積極的に取り組んでいる。具体的には、多様な人材の活躍推進を実現するべく「はぐくむＦ
ＵＪＩオフィシャルサポーター認定制度」の認定を受けて女性社員の継続的就業環境を整備した。それ以外の取組みとし
ては、スポンサーを務めるスポーツチームの選手の採用、ＮＰＯ法人チェンジ(就労継続支援Ａ型事業所)を設置して障がい
者雇用を促進、小中学生の社会科見学の受入れ、高校生のインターンシップの受入れ、職業講話、チームワークを高める
ための社内行事の開催、福利厚生の充実等が挙げられる。社員の資格取得支援にも積極的で、１級建築施工管理技士や１
級土木施工管理技士等の資格取得者は多い。また、技能実習生やエンジニアとして４名の高度外国人材を受け入れる等、
外人採用にも積極的で、まさにダイバーシティ経営を推進している。無災害プラント工場を目指し、安全対策にも余念が
ない。
　こうしたＳＤＧｓ経営の実践を基に、2021年9月には、ポジティブ・インパクト・ファイナンス(ＰＩＦ)での資金調達を
行った。同社では、ＰＩＦ報告書の公表等を通じて、自社の“強み”をわかりやすく“言語化”してもらえたという意識
を強く持っている。また、公正な事業をやってきたという自信につながるとともに、自社の魅力を改めて再発見し“気づ

表１

代 表 者
海野　欽也

(代表取締役会長)
海野　幸男

(代表取締役社長)
本社所在地 静岡県富士市

主 力 業 務
産業廃棄物処分業、

解体工事業、
産業廃棄物収集運搬業

従 業 員 数 155名
設 立 年 月 1980年1月
資 本 金 4,000万円
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き”を得られるきっかけになったとも捉えている。なお、ＰＩＦ報告書は、ＪＩＣＡ支援事業への応募にかかる申請書に
も応用できたという。
　地元・富士市は、国からＳＤＧｓ未来都市に選定されており、2020年にＳＤＧｓ未来都市計画を策定している。同社
は、当計画に沿った率先した数々の取組みを通じて、フロントランナーとして地元を牽引している。

２．ＪＩＣＡ支援事業を活用した海外事業展開への挑戦
⑴　建設廃棄物を再利用して再生砕石等を製造する高度な環境配慮型技術
　沼津ステーションでは、砕石製造ラインでの処理工程を通じて、コンクリートガラ等の大きながれき類や廃瓦から、砕
石、Ｋ-グランド、ＥＣチップ・ＥＣサンド、かわらべ等の再生材を製造している。また、選別が困難な細かながれき類は
富士第４ステーションに持ち込まれ、磁気で金属を分別する磁選機や振動ふるい等の選別機と社員による手選別により、
精度の高い選別を実現している。なお、Ｋ-グランドとＥＣチップ・ＥＣサンドは、「静岡県リサイクル認定製品」になっ
ており、三島スカイウォーク等で利用される等、高い実績を誇る。
　富士ステーションおよび富士第２ステーションでは、マテリアルリサイクルに適しない廃プラスチック類や木くず等か
らＲＰＦ(固形燃料)や木材チップ等を再生材として製造し、地元の製紙工場等に販売している。
　富士第３ステーションには　高い精度で紙部と石膏部に分離する専用ラインを設け、廃石膏ボードを石膏ボードや再生
紙等の原料に再生している。
　サーマルリサイクルによる廃棄物の有効活用をさらに進めるため、2021年8月に、乾溜ガス化炉発電施設を完成させた。
同施設は、廃棄物を乾溜(空気を断った炉で蒸し焼き)して、発生する可燃性ガスを利用したバイナリー発電施設であり、廃
棄物削減やＣО２排出量削減に大きく貢献している。なお、排ガスは、活性炭や生石灰を使った大気汚染対策を施し、バ
グフィルターで煤塵をキャッチしてクリーンにした上で大気中に放出している。
　2025年3月には、富士信用金庫(静岡県)からの資金支援を受け、第5ステーションを新設した。同ステーションでは、廃プ
ラスチック類、グラスウール、鉄粉、集塵ダスト等の混合廃棄物からエコマイト(製鋼副資材)を製造している。将来、サー
マルリサイクルからケミカルリサイクルへの転換を図る第一歩の挑戦である。

⑵　ＪＩＣＡ支援事業を活用したベトナムでの事業展開への挑戦
　石川県にある取引先(廃瓦リサイクル業)から、環境省の「我が国循環産業の海外展開事業化促進業務」に一緒に参画して
みないかとの声がかかり、2022年４月に、ベトナムを短期間、視察訪問したことで、ベトナムでの建設資材のリサイクル
へのニーズの高さを実感するとともに、受け入れているベトナム技能実習生の帰国後の受け皿となる拠点を設けたいとい
う思いを強く抱くに至った。
　この視察をきっかけにＪＩＣＡの存在を初めて知ることになり、2022年６月頃から、次年度のＪＩＣＡ支援事業への応
募に向け、ＪＩＣＡから直接アドバイス等を受けながら自前で申請書を作成、応募し、2023年9月から24年４月までを調査
期間とするニーズ確認調査に採択された。
　ニーズ確認調査では、ベトナム・ホーチミン市において、沼津ステーションでの事業を念頭に、廃コンクリート、廃レ
ンガ等を破砕・選別し、粒度を整えて再生砕石・建材として販売する事業の展開に向けて、フィージビリティ調査に取り
組んだ。本調査を通じて、がれきの適正処理や建設廃棄物のリサイクル等に関する法規制を踏まえた対応の重要性等のほ
か、再生砕石への認知度アップ等が課題として浮き彫りとなった。また、高品質な再生砕石の製造のためにインプットす
る原料の品質を高めるには、現地でのビジネスパートナーの確保が大切であることを改めて強く認識することもできた。
　中小企業が海外進出を図る場合、ビジネスパートナーとの出逢いをはじめ、「スタート地点に立てるかどうか」が大き
なハードルとなる。海野常務取締役は、ＪＩＣＡの“後ろ盾”があったことで相手国・相手先に同社の“本気度”や“真
実度”等を伝えることができ、ＪＩＣＡ支援事業は、このハードルを押し下げる力になったという。また、ＪＩＣＡベト
ナム事務所からのアドバイスを適宜、受けることができ、ＪＩＣＡ中部(愛知県名古屋市)の所長が出張に同行する等の手
厚いサポートも受けられた。こうして、ベトナム政府関係者とのミーティングの機会を得られる等、大きな成果が得られ
た。このほか、日本式経営の研修・指導を通じてベトナム人のビジネス人材の育成で実績を持つＶＪＣＣ(ベトナム日本人
材開発インスティチュート、ハノイ)との連携が可能になる等、ＪＩＣＡの“後ろ盾”により芋づる式に人脈が広がったこ
とも成果として大きいという。
　　今後、ニーズ確認調査で明らかになった課題やリスク等を同社として精査し、ビジネス化支援事業をはじめ国による
各種支援制度を活用しながら事業化に向けて前進していきたいと意気込む。

以 上

　本レポートは発表時点における情報提供を目的としており、文章中の意見に関する部分は執筆者個人の見解となります。し
たがいまして、投資・施策実施等についてはご自身の判断でお願いします。また、レポート掲載資料は信頼できると考える各
種データに基づき作成していますが、当研究所が正確性および完全性を保証するものではありません。なお、記述されている
予測または執筆者の見解は予告なしに変更することがありますのでご注意ください。
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お取引先企業のご紹介コーナー

当金庫のお取引先企業様をご紹介する「誌上ビジネスマッチング」のコーナーです。

是非、皆様の販路拡大やビジネスのご連携にお役立て下さい。

お問合せは、当金庫または直接下記掲載企業様へご連絡下さい。

池田酒店

uyoro fromage

〒053-0027
　苫小牧市王子町１丁目1-18

〒059-0921
　白老郡白老町字石山171-60

【連絡先】TEL：0144-82-9108　
　　　　　 E-mail：soul4415blues@gmail.com
　　　　　 池田　芳彦　様

【連絡先】TEL：070-9222-5775
　　　　　 E-mail：uyoro.cf@gmail.com
　　　　　 代表 ： 白木　美夏　様

＜主要取扱商品＞
日本酒・本格焼酎

＜主要取扱商品＞
チーズ各種

　苫小牧市王子町に2023年開業致しました池田酒店です。
全国の日本酒を中心に本格焼酎、果実酒等を取り揃えております。
知識のあるスタッフが、常駐しており、各種包装にも“こだわり”をもって提供しております。
ホスピタリティ精神をモットーに地域に根差し、愛される酒屋を目指し、日々精進しておりま
す。

　2025年から、白老町でチーズ工房をはじめました「ウヨロフロマージュ」です。牧場ではヤ
ギを飼育し、繁殖、出産をしてミルクを搾り、チーズにしていきます。健康にもよく、市場への
出回りは少ないヤギチーズをぜひ味わっていただきたいです。
　牛のミルクでもチーズを作る予定もあります。
　動物好き、チーズ好きの方はぜひSNSからチェックしていただければと思います。
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最近の管内のトピックス　－新聞報道より－

※万博に苫小牧ブース出展　全国・全世界に官民挙げＰＲ
　苫小牧市汐見町のマルトマ苫小牧卸売(以下マルトマ)が中心となり、大阪・関西万博に官民挙げて
のＰＲブース「苫小牧チーム」の出展を計画している。震災からの復興産地と大阪木津市場との連
携をテーマにした民間パビリオンに6月30日から7月6日まで、胆振東部地震からの復興、食や観光を
テーマにした展示を予定。
　大阪外食産業協会(ＯＲＡ)のパビリオン「宴～ＵＴＡＧＥ」にある、「復興産地×大阪木津市場
連携ブース」に出展する。マルトマが大阪木津卸売市場を開設するグルメ杵屋とつながりがある縁
で、6～10月のうち1週間の出展打診があった。－後略－　　　　　　　　　　　　     （4月23日）

※とまチョップ水年10万本突破　販売開始から10年の節目で達成
　苫小牧市のペットボトル入り水道水「とまチョップ水」(500㍉㍑、100円)は2024年度、年間販売数
と配布数が過去最多の10万2495本となった。15年度の販売開始から10年の節目で、初めて年間10万
本超えも達成。道外を含めた取扱店舗の拡大などが大きく、販売開始10周年となる今年度に大きな
弾みをつけた。
　これまでの最多だった前年度と比べて3.4％(3347本)の増加。内訳は、店舗販売数が8万4790本、事
業者に購入してもらう協賛が前年度比3事業者増の78事業者1万5936本でいずれも過去最多を更新し
た。事業PRによる無料配布は1769本だった。－後略－　  　（4月11日苫小牧民報より—以下同じ）

※岩倉前市長死去 75歳　昨年11月に体調不良で辞職

　苫小牧市長を5期18年余り務め、昨年11月に任期途中で辞職した岩倉博文氏が18日、市内の医療機
関で死去したことが分かった。75歳だった。－中略－　23年11月に出張先の韓国で、心室細動によ
る不整脈で倒れ、一時は心肺停止となったがその後回復。同12月に手術を受けて退院し、24年2月か
ら公務に復帰したが、その後も入退院を繰り返し、「自分の体がこれ以上良くなる見込みはない」
として同11月5日付けで市長を辞職した。－後略－　　　　　　　　　　  　　　　　　（4月18日）

※苫小牧での足跡たどる　駅前通りで「賢治ウオーク」

　童話作家で、詩人の宮沢賢治(1896～1933年)が歩いた道をたどる「賢治ウオーク」が18日、苫小
牧市の市道駅前通りなどで開催された。－中略－　ガイドを務めてきた白老町の丸山伸也さんの案
内で、参加者は表町のＪＲ苫小牧駅南口から駅前通りを南下し、約1㌔先の旭町の詩碑まで歩いた。
　丸山さんは1924年5月21日、花巻農学校の教師として修学旅行の引率で来苫したことに触れ「王
子製紙の水力発電によって当時、駅前にすでに街灯があった」と賢治が見ただろう風景について解
説。宿泊した旅館「富士館」跡やアカシア公園(王子町)に展示保存された王子軽便鉄道(通称・山線)
の車両なども巡り、「牛」の詩をはじめ、「銀河鉄道の夜」など賢治作品との関連について想像を
膨らませながら紹介した。－後略－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5月19日）

※1万2000人、熱いライブ楽しむ　空港100年プレ催事　SORAON2025

　2026年に空港開港100周年を迎える千歳市のプレイベント、野外音楽フェス・SORAON2025が、
21日、千歳市泉沢の日本航空大学校北海道新千歳空港キャンパス特設会場で開かれた。
　気志團、日向坂46四期生、ORANGE RANGE、スターダスト☆レビュー、タイトル未定などの人
気アーティストが出演。地元など道内外から1万2000人が詰め掛け、熱いライブ演奏を楽しんだ。－
後略－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6月24日）
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明るく　元気に　このまちを

とましん結婚相談所「ＬＬＢ会」
とましん結婚相談所「ＬＬＢ会」事務局

【平日  9：00～17：30】苫小牧市表町３丁目１番６号　　苫小牧信用金庫本店７階
電話　０１４４－５６－５０２６

■会員資格
　 １．苫小牧信用金庫の営業地域にお住まいの方
　 ２．法的にも実生活上においても独身の方
　 ３．結婚したいという明確な意思のある方
　 ４．反社会的勢力でないこと
　　※ 会員の有効期間は入会日より３年間です
　　　 （希望により延長も可能です）

■ＬＬＢ会のシステム
  １．申込書に記載された「お相手の希望」に沿った方の「プロフィール及び写真」を見ていただきます。

  ２．お会いしてみたい方がいた場合、事務局よりお相手の方に連絡し了解がとれれば、お見合いをして
　　  いただきます。（お見合い会場は苫小牧信用金庫本店内）

  ３．お見合い後に、交際希望の有無を確認させていただきます。

  ４．双方が交際を希望した場合、３か月の交際期間を設けます。交際期間の中で「結婚を前提に交際を
        継続」または「交際を辞退」の結論を出していただきます。

■入会にあたりご提出いただくもの
　 １．申込書類
　　　 （当会所定の入会申込書、プロフィール、誓約書）

　 ２．戸籍謄本または独身証明書

 　３．最終学歴の卒業証書 （任意）

　 ４．収入証明書 （源泉徴収票など）

　 ５．申込書貼付用顔写真１枚 （縦横５㎝程度）

　 ６．お相手へのご紹介用写真２カット 
　　　 （Ｌ判サイズ、１枚は全身が写っているもの）

　 ７．入会預り金 １０,０００円
　　　 （退会時には全額返却いたします）

■活動実績
　（令和7年6月末現在）

　 入会者数　男性　405名
　　　　　　 女性　406名　
　　　　　    合計　811名

　お見合回数　   　 970回
　結婚又は婚約中　　74組
　子供の誕生　　　　25名

お気軽に、お問い合わせください！お気軽に、お問い合わせください！


